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走高跳は，獲得してきた助走の水平速度を鉛直速度へと変換する必要があり，そのために踏切において身体を後傾
させ回転を利用することで跳躍している。それに伴い，助走の軌道は，前半では直線的だが，後半では身体を内傾さ
せることで踏切準備動作を遂行するために曲線を描く。さらに踏切位置の制約がない点，全速力の助走を用いない点
が特徴的である。そのため走高跳の助走は空間的にも時間的にも調整が行われており，その方法は多様化していると
考えられる。そこで本研究は，走高跳選手の助走の空間的および時間的調整，またその関係性について検討すること
で指導方法の示唆を得ることを目的とした。
第2章では，助走の空間的調整について検討するために，走高跳選手1名を対象として事例的，実験的に検討した。
まず第1節では，空間的調整に関する指標を開発し，バーの高さに応じた試技間の空間的調整を検証した。その結果，
助走における接地位置のばらつきを絶対座標系を用いて検討することが有効だと確認できた。さらに接地位置はバー
の高さが上がるほど，バーに対して垂直方向に調整することが分かった。また第2節では，成功率を基に3種類の難
易度を設けることで，課題難易度に応じた助走の空間的調整について検討した。第3章では，競技会における選手23

名を対象としたフィールド観察研究によって，各ステップに所要する時間及び連続するステップ間の時間差分を明ら
かにすることで助走の時間的な調整であるテンポダウンについて検討し，助走の類型化を行った。その結果，助走の
どの区間で，左右のどちらの足を踏み出すときにテンポダウンするかによって9つの助走パターンに類型化できた。
さらにテンポダウンの連続性によって，曲線区間におけるテンポダウンが踏切足で行われるか，あるいはテンポダウ
ンしないかの2つの傾向に分かれる。第4章では，第3章の対象者のうち8名の選手の助走に対し，第2章で用いた指
標を用いて空間的調整と時間的調整の関係性について事例的に検討した。その結果，テンポダウンの主な要因はス
テップ長の増加であることが確認できた。また直線区間から曲線区間へと切り替わる付近のステップ長が比較的大き
く増加していることが確認できた。また曲線においてテンポダウンしても助走速度は低下しない対象者の方が高い記
録を有していた。
以上のことから，走高跳の助走は踏切準備動作を，踏切に向けて加速を伴いながら遂行する必要があるが，準備動
作の精度と速度はトレードオフの関係にあり，助走中にテンポダウンすることで時空間的調整を行っており，その調
整は曲線区間に先立つ直線区間の影響を受けている可能性がある。このことから，助走の直線区間におけるテンポダ
ウンするステップを指定するような課題制約を設けることで踏切や踏切準備動作を行う曲線区間における技能的な問
題を解決できる可能性が示唆された。
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